
知的資産知的資産

～目に見えにくい経営資源を活かし～目に見えにくい経営資源を活かし

経済構造がプロダクト型経済からナレッジ型経済に移行しつつあ
産」を的確に認識し活用することが、企業価値を高めるものとして注
意識的に活用できておらず、また、評価者にとっても知的資産経営
このような状況を踏まえ、本フォーラムでは、講演や実際の作成事
融機関等の方々に、知的資産経営報告書の作成や開示の意義へ

開場 １ ３：００ 開会 １ ３：３０
日 時

場 所

平成 ２ ０年 １ ２月 １ １

ＡＰ大阪 ４ Ｆ 南 Ｂ会議
大阪市中央区北浜 ３－２－２５

参 加 対 象 中小・ベンチャー企業経営者参 加 対 象 中小・ベンチャ 企業経営者、
税理士、中小企業診断士、金融

お申込方法 裏面の申込用紙にご記入の上
（ＦＡＸ：０６－６４４５－５４９６ ）

プログラム

参 加 定 員 １ ００名（先着順） ※入

※お申込のＦＡＸをお送りいただいた後、特

定員を超過した場合のみ、事務局からご

１３：００ 開場（受付開始）

１３：３０ 開会の挨拶

１３：３５ 施策説明（近畿経済産
１３：５５ 基調講演 「知的資産
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事例発表 「社長の想
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主 催 近畿経済産業局 近畿知財戦略本
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独立行政法人 中小企業基盤整備機構
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１５：２５ ＜休憩＞
１５：３５ 課題提起 「金融機関

與三野 禎倫 氏
１５：５５

パネルディスカッション
【コーディネーター】
【パ ネ リ ス ト】

１６：５５ 閉会の挨拶
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した企業価値の向上を目指す～した企業価値の向上を目指す～

ある今日、企業の有する技術、技能、ノウハウ、人材などの「知的資
注目されています。しかしながら、従来、企業は知的資産を必ずしも
営情報を企業評価の中に十分取り入れられていないのが現状です。
事例の紹介、課題の検討を通し、中小・ベンチャー企業、支援者、金
への理解を深めていだたくことを目的としております。

～ １ ７：００ 閉会

日（木）

議室
京阪淀屋橋ビル ４ Ｆ

中小・ベンチャー企業の支援者（公認会計士、中小・ベンチャ 企業の支援者（公認会計士、
融機関、各種コーディネーター等） 、自治体 等

上、株式会社帝国データバンク フォーラム事務局
まで、お送りください。

入場無料

特に受講票等はお送りいたしません。

ご連絡させて頂きます。あらかじめご了承ください。

産業局 産学官連携推進課）

産経営への期待」
神戸大学大学院経営学研究科 教授）

想いを見える化する」
京都工芸繊維大学地域共同研究センター 准教授）
株式会社成和商会 代表取締役 社長）
山城区域商工会広域連携協議会 広域経営指導員）

構
株式会社帝国データバンク （ 担当：奥野、西河 ）

〒550-8691 大阪市西区靭本町1-6-18
TEL：06-6443-3855 FAX：06-6445-5496

フォーラム事務局

関における非財務情報の活用実態」
（神戸大学大学院経営学研究科 准教授）

ン 「知的資産経営報告書のファイナンスへの期待」
古 賀 智 敏 氏
與三野 禎倫 氏
前 田 直 樹 氏
（前田直樹 税理士・中小企業診断士事務所 代表）
金融機関 経営支援担当者



基 調 講 演 事古賀智敏
神戸大学大学院経営学研究科 教授

作

作

1973年神戸大学大学院経営学研究科修
士課程修了。1976年イリノイ大学大学院修
士課程修了後、米国監査法人(Coopers &
Lybrand, ArthurYoung & Co.)にて監査・税
務コンサルティングに従事。1982年龍谷大
学経営学部助手、講師、助教授、教授を
経て、1994年から現職。

[略歴]

日本公認会計士協会学術賞、日本会計研究学会太田・黒澤賞を受賞。

日本会計研究学会、日本簿記学会、税務会計研究学会、国際会計研究

学会、各理事。

主要著書として、『知的資産の会計』(2005年)、『知的資産ファイナンス
の探求』(共編著、2007年)、『デリバティブ会計』(1996年)『情報間サロ
ン』(1990年）他。

大学評価・学位授与機構大学評価委員会評価員、経済産業省中小企業
政策審議会臨時委員、同産業構造審議会・新成長政策部会小委員会委
員などを歴任。

課

ＡＰ大阪
■住 所 大阪市中央区北浜 ３ - ２ - ２ ５ 京阪淀屋橋ビ

■電 話 番 号 ０ ６ - ６ ２ ０ ４ - ０ １ ０ ９

■交通アクセス

京阪電鉄「淀屋橋」駅（東1号改札口）下車

１ ７号出口「京阪淀屋橋ビル」に直結

地下鉄御堂筋線「淀屋橋」駅（北改札口）下車

前田直樹

金融機関経営支援担当者

大阪市立大学経済学部卒業後、大阪市内の会計事務
大手会計事務所勤務を経て、26歳で独立開業し、現在
士、中小企業診断士、認定登録医業経営コンサルタン
一級建設業経理事務士、二級ファイナンシャルプランニ
AFP等の資格を持つ。

コーディネーター

[略歴]

前田直樹 税理士・中小企業診断士事務所 代パ

ネ

リ

ス

ト

フォーラム事
ＦＡＸ：０ ６ - ６ ４

※ご登録いただいた内容は、本フォーラムの参加者把握のためにの

１ ７号出口「京阪淀屋橋ビル」に直結

ふ り が な

氏 名

所属機関・部署名

連 絡 先

〒

TEL：

E-MAIL：

通 信 欄

知 的 資 産 活 用

例 発 表 中森孝文
京都工芸繊維大学地域共同研究センター 准教授

與三野禎倫
神戸大学大学院経営学研究科 准教授

作成企業

成支援者：山本 容子 氏 山城区域商工会広域連携協議会広域経営指導員

1994年京都大学経済学部経済学科卒業後、(株)日立製作所に
入社。 2002年神戸大学大学院経営学研究科会計博士課程修
了。2002年岡山大学経済学部助教授を経て、2004年から現職。
近著に「知的ファイナンスの探求―知的資産情報と投資・融資
意思決定のメカニズム」（2007年・共編著）

[略歴]

京都大学大学院法学研究科修士課程修了。1999年経済産業省
近畿経済産業局企画調整第一係長兼広報係長、2000年同局情
報化推進第一係長を経て、2003年に京都工芸繊維大学研究協
力課専門職員に。2004年から現職。2007年からは京都大学公共
政策大学院非常勤講師としても勤務。著書に「中小企業の真の
強みを活用する 知的資産経営報告書の事例集」（2007年）など。

[略歴]

題 提 起

：和田裕義 氏 株式会社成和商会 代表取締役 社長

ビル４ F

徒歩 ３分

務所、堺市内の
在に至る。税理
ント、行政書士、
ニング技能士、

パ ネ リ ス ト

代表

事務局行
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